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地球温暖化と異常気象の関係 
理事長 齊藤 好広 

 
TECA  
 

 
学校の教壇に立って環境概論の講義をすることがあります。「世界の気候災害の報道について問うと、

大方の人が「異常気象を実感して温暖化進んで大変なことになっている」「これからは脱炭素が重要だ」

「気候変動は止められるのか」という答えが返ってきます。 
 
人間の体温が 1℃上昇すると、体調に大きな影響が現れます。例えば、37℃は微熱程度ですが、38℃

になると発熱として認識され、体調不良を感じます。同様に、地球の平均気温が 1℃上昇することも、地

球全体に大きな変調を与えるという点で共通しています。 
 
気象庁は、今年 7 月の平均気温が 2020 年までの 30 年平均より 2.89 度高く、3 年連続して更新した

と発表がありました。また全国各地で 40℃超えが起き、8 月 5 日には、伊勢崎市で 41.8℃を観測し、日

本の歴代最高気温を更新しました。「記録上最も暑い」、「異常気象」として毎年報告されるようになりま

した。異常気象の「異常」は「珍しい」という意味合いで使われています。「異常」という言葉の響きか

ら、「あってはいけない状況なのかな」と思われがちですが、そうではなく異常気象自体は、「自然のゆら

ぎ」であり、地球が温暖化していなかったとしても、もともと備わったものであり、自然変動による揺ら

ぎが極端な方に振れた状態が、異常気象と呼ばれます。その「自然のゆらぎ」は、周期的または一時的な

変動で数年〜数十年単位での気温の上下や気象の変化で起きるとされています。過去を見ても気候変動の

多くは自然変動によるものとされています。2000 年代初頭の「温暖化の停滞（ハイエイタス）」は、自然

変動が一時的に気温上昇を抑えた現象と考えられています。 
 
その自然由来の気候変動には、火山活動や太陽活動、偏西風の蛇行、海洋循環（エルニーニョなど）

などによって生じる気温や気象の変動をいいます。気象庁は、「ある地域・ある季節において、気温、降

水量などの気象要素が過去３０年以上にわたって観測されなかったほど著しく高いか、あるいは低い値を

示す場合」を異常気象と定義しています。 
 
こうした異常気象の主たる原因は「気候変動」であり、その要因の一つには IPCC の報告にある「人

為起源」によって引き起こされている CO2やメタンの温室効果ガスの排出、大気汚染物質などに対し気

候のシステムが応答した「地球温暖化」に大きく影響していることはご存知の通リです。 
 
近年は、その地球温暖化が気象パターンを大きく変化させ、異常気象の頻度や強度を増していると見

られています。温暖化は、大気中の水蒸気が増加し、地球全体で平均した降水量も増加します。日本では

特に、猛暑、豪雨、豪雪などの異常気象が頻発しており、「異常」が「日常」になりつつある日本の四季

といえると思います。 
 
異常気象は、止めることはできませんが、その原因となる地球温暖化の進行を遅らせ、影響を軽減す

るための対策を講じることはまだ可能です。 
 
気象による被害を軽減するための「緩和策」と、すでに避けられない影響に適応していく「適応策」

の両方が求められています。また、このような緩和策が奇跡的に実現したとしても、今後数十年以上にわ

たって、今以上に温暖化は進み、その影響も顕著化することは避けられないため、温暖化への適応策の策

定、実行は不可避の課題と言えます。 
 
世界気象機関（WMO）は、2025 年から 2029 年の間に、更に記録を更新する可能性を 80％と指摘し

ています。気温が 35℃を超えると消費行動が鈍化し、ILO は猛暑による 2030 年までの世界 GDP 損失は

2.5%にあたると予測しています。また国連機関は、5 年程度で 8000 万人の労働力が猛暑によって失われ

る試算も発表されています。 
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新
会
員 

市
川
弘
幸 

  

こ
の
た
び
□
環
境
省
登
録
制
度
の
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
□
と
し
て
活
動
を
始
め
る
に
あ

た
り
□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ

ラ
□
協
会
に
入
会
い
た
し
ま
し
た
□
市
川
弘

幸
と
申
し
ま
す
□ 

私
は
１
９
８
４
年
に
□
株
□
リ
コ
□
へ
入
社
以
来
□
約
30
年
以
上
に
わ
た

り
□
事
務
機
器
・
Ｉ
Ｔ
機
器
を
中
心
に
□
企
業
の
お
客
様
へ
の
ご
支
援
・
ご

提
案
活
動
に
携
わ
□
て
ま
い
り
ま
し
た
□
お
か
げ
さ
ま
で
□
多
く
の
お
客
様

と
長
年
に
わ
た
り
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
□
様
々
な
業
種
や
規
模

の
企
業
の
経
営
課
題
や
ニ
□
ズ
を
直
接
お
聞
き
し
な
が
ら
□
そ
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
□ 

直
近
８
年
間
は
特
に
□
グ
リ
□
ン
電
力
□
太
陽
光
発
電
□
蓄
電
池
□
Ｌ
Ｅ

Ｄ
□
空
調
と
い
□
た
脱
炭
素
関
連
商
材
の
企
画
に
注
力
し
□
旧
知
の
お
客
様

や
新
規
の
お
客
様
か
ら
□
環
境
対
応
に
関
す
る
多
く
の
ご
相
談
を
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
□
こ
う
し
た
中
で
□
企
業
の
脱
炭
素
化
を
進
め
る
に

は
□
単
な
る
製
品
提
供
だ
け
で
な
く
□
計
画
立
案
や
継
続
的
な
伴
走
支
援
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
□ 

約
３
年
前
に
□
株
□
リ
コ
□
を
定
年
退
職
し
□
現
在
は
契
約
社
員
と
し
て

若
手
社
員
の
教
育
や
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
を
行
□
て
お
り
ま
す
□
定
年
を

機
に
□
企
業
中
心
の
活
動
か
ら
離
れ
□
純
粋
に
地
域
社
会
の
た
め
に
貢
献
で

き
る
立
場
と
な
り
□
昨
年
□
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
□
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
を

決
意
い
た
し
ま
し
た
□
企
業
活
動
で
培
□
た
コ
ミ
□
ニ
ケ
□
シ
□
ン
力
と

課
題
解
決
力
を
□
こ
れ
か
ら
は
地
域
や
企
業
の
環
境
改
善
に
直
接
役
立
て

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
□ 

更
に
昨
年
８
月
に
は
□
エ
コ
ア
ク
シ
□
ン
21
審
査
員
試
験
に
チ
□
レ
ン

ジ
し
□
無
事
□
筆
記
試
験
に
合
格
□
研
修
を
経
て
所
定
の
オ
ブ
ザ
□
バ
□
参

加
も
終
了
し
□
現
在
は
最
終
試
験
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
□
ま

た
□
Ｇ
Ｘ
検
定
に
も
合
格
し
□
環
境
省
認
定
□
脱
炭
素
ア
ド
バ
イ
ザ
□
□
と

し
て
も
活
動
可
能
と
な
り
ま
し
た
□
今
後
は
□
こ
れ
ら
の
資
格
や
知
識
を
活

か
し
□
企
業
や
団
体
へ
の
環
境
対
応
支
援
□
省
エ
ネ
計
画
の
立
案
□
事
業
の

持
続
可
能
性
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
□
加
え
て
□
セ
ミ

ナ
□
や
展
示
会
で
の
情
報
発
信
□
異
業
種
交
流
を
通
じ
た
成
功
事
例
の
共

有
□
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
環
境
意
識
向
上
の
啓
発
活
動
に
も
取
り
組
み
□

地
域
全
体
の
脱
炭
素
化
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
□
そ
し
て
□

企
業
や
地
域
の
皆
様
に
寄
り
添
い
□
実
効
性
の
あ
る
施
策
を
共
に
作
り
上

げ
る
伴
走
者
と
し
て
□
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
□
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
□ 

 

栃
木
県
壬
生
町
６３
歳 

 

趣
味: 

季
節
ご
と
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
の
車
旅
□
上
手
く
な
ら
な
い

ゴ
ル
フ
□
30
歳
か
ら
始
め
た
ス
ノ
□
ボ
□
ド 

         
会
員
募
集

！！ 

 

当
協
会
で
は
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
□
や
当
協
会
の
趣
旨
に

賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
□
特
に
□

こ
れ
か
ら
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
□
を
志
す
方
は
□
私
た
ち
と

一
緒
に
活
動
し
て
ス
キ
ル
ア
□
プ
を
目
指
す
と
と
も
に
□

カ
ウ
ン
セ
ラ
□
応
募
の
た
め
の
実
績
を
積
み
上
げ
ま
し
□

う
□ 
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県内初の「ZEB」 

 株
式
会
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エ
ネ
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■
訪
問
企
業 

 

今
回
訪
問
し
た
企
業
は
□
宇
都
宮
市
で
太
陽
光
発
電
の
事
業
を
行
□
て
お
ら
れ
る

□
株
式
会
社
エ
ネ
創
□
様
で
す
□
８
月
２
５
日
に
お
伺
い
し
□
福
田
社
長
□
総
務
部

の
吉
田
様
□
荒
井
様
□
設
計
グ
ル
□
プ
の
石
原
様
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
□ 

 
 

                  

 

■
ソ
□
ラ
□
シ
□
ア
リ
ン
グ 

 

ソ
□
ラ
□
シ
□
ア
リ
ン
グ
太
陽
光 

発
電
の
下
で
□
落
花
生
と
サ
ト
イ
モ 

を
栽
培
し
て
い
ま
す
□
ま
た
□
ハ
ウ
ス 

で
は
□
い
ち
ご
栽
培
を
し
て
い
ま
す
□ 

    

■
県
内
初
の
□
Ｚ
Ｅ
Ｂ
□
新
社
屋 

 

断
熱
性
能
に
優
れ
た
建
屋
構
造
に
加
え
□
高
効
率
空
調
□
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
導
入

し
□
屋
根
に
２
７
ｋ
Ｗ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
□
蓄
電
池
も
導
入
す
る
な
ど
し

た
ネ
□
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
□
・
ビ
ル
□
Ｚ
Ｅ
Ｂ
□
化
を
実
現
さ
れ
ま
し
た
□
福

田
社
長
は
□
計
画
段
階
よ
り
発
電
量
が
多
か
□
た
こ
と
□
事
務
所
の
在
席
率
が
低
く

て
空
調
等
の
電
力
量
が
削
減
で
き
た
こ
と
な
ど
で
□
削
減
率
１
３
４
％
と
大
き
な
成

果
が
で
た
□□
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
□ 

    

■
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
定
取
得 

 
 

福
田
社
長
の
環
境
へ
の
熱
い
思
い
で
□
パ
リ 

 

協
定
の
削
減
目
標
国
際
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
ひ 

 

と
つ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
を
２
０
２
４
年
に
認
定
取
得
さ 

れ
□
目
標
値
は
２
０
２
２
年
を
基
準
と
し
て 

２
０
３
０
年
４２
％
減
を
設
定
さ
れ
ま
し
た
□ 

 
 

2018 年 農業法人「エナジーファーム宇都宮合同会

社」設立、ソーラーシェアリング開始 
2021 年 栃木県 SDGs 推進企業へ登録 
 施工実績 7,000 件突破 
2022 年 栃木県初の「ZEB」認証の新社屋建築 
2023 年 エネ創太陽光発電所累計 10MW 
2024 年 SBT（Science Based Target）認定取得 

社名 株式会社エネ創 
設立 2003 年 
資本金 3,000 万円 
代表取締役 福田 修一 
従業員数 46 人 
事業内容 住宅・産業用太陽光発電システム/蓄

電池/HEMS/オール電化/法人向け省エ

ネソリューション/リホーム 
上記に関する設計・販売・施工・メ

ンテナンス 

会社概要と主な沿革 

ソーラーシェアリング 
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申
請
手
続
き
の
苦
労
を
□
総
務
部
の
荒
井
様
は
□
事
業
所
全
体
の
電
気
や
ガ
ソ
リ

ン
の
デ
□
タ
収
集
に
苦
労
し
た
□□
と
□
ま
た
□
そ
の
後
の
活
動
で
は
□
総
務
部
の
吉

田
様
は
□□
ス
コ
□
プ
１
の
自
社
所
有
の
ガ
ソ
リ
ン
の
削
減
が
重
要
な
の
で
□
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
や
□
効
率
的
な
営
業
ル
□
ト
の
検
討
な
ど
を
□
皆
で
話
あ
□
て
い
ま
す
□□
と

お
話
さ
れ
ま
し
た
□
福
田
社
長
か
ら
は
□
電
気
自
動
車
の
性
能
ア
□
プ
や
普
及
が
カ

ギ
で
す
□□
と
お
話
さ
れ
ま
し
た
□ 

           

■
社
員
一
丸
と
な
□
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
委
員
会
の
メ
ン
バ
□
で
あ
る
設
計
グ
ル
□
プ
の
石
原
様
か
ら
□
活
動
内

容
を
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
□□
活
動
内
容
は 

① 

小
学
校
へ
の
出
前
授
業 

②
下
野
新
聞
を
通 

じ
て
の
子
供
食
堂
へ
の
寄
付
③
ワ
ク
チ
ン
提
供
に 

つ
な
が
る
ペ
□
ト
ポ
ト
ル
キ
□
□
プ
の
寄
付 

 

④
盲
導
犬
育
成
募
金 

⑤
宇
都
宮
市
の
も
□
た
い 

な
い
寄
付
な
ど
で
す
□
□ 

  

  

■
寄
贈
サ
□
ビ
ス
付
私
募
債 

 

常
陽
銀
行
の
Ｊ
ク
レ
ジ
□
ト
購
入
選
択
権

付
き
私
募
債
で
一
億
円
を
発
行
し
ま
し
た
□

□
つ
く
ば
ね
森
林
組
合
□
を
寄
贈
先
と
し
て
二

十
万
円
を
寄
付
し
□
常
陽
グ
リ
□
ン
エ
ナ
ジ
□

か
ら
Ｊ
ク
レ
ジ
□
ト
□
１
０
ト
ン-C

O
2

□
を

購
入
し
ま
し
た
□
企
業
の
排
出
量
削
減
義
務
化
を
見
据
え
□
今
後
の
Ｊ
ク
レ
ジ

□
ト
市
場
の
保
有
も
視
野
に
考
え
て
い
ま
す
□ 

 

■
ポ
ジ
テ
□
ブ
・
イ
ン
パ
ク
ト
・
フ
□
イ
ナ
ン
ス
□
Ｐ
Ｉ
Ｆ
□ 

 

足
利
銀
行
か
ら
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
ス
キ
□
ム
で
□
設
備
資
金
一
億
六
千
万
円
の
調
達
を
行

な
い
ま
し
た
□
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は
国
連
環
境
計
画
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
資
金
ギ
□

□
プ
を
埋
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
フ
□
イ
ナ
ン
ス
の
概
念
で
□
企
業
活
動
が
環

境
・
社
会
・
経
済
に
あ
た
え
る
影
響
を
金
融
機
関
が
包
括
的
に
分
析
・
評
価
を
行
な

い
□
そ
の
取
組
み
を
支
援
す
る
融
資
で
す
□ 

 

■
終
わ
り
に 

 

福
田
社
長
か
ら
は
□
太
陽
光
発
電
事
業
の
専
門
家
と
し
て
□
Ｅ
Ｖ
車
の
電
力
を
家

庭
で
利
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
□V

2
H

□
や
パ
ネ
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
□
将
来
技
術

の
薄
く
軽
量
な
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
□
太
陽
光
発
電
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
有
意
義
な
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
□
ま
た
□
企
業
理
念
の
□
エ
ネ
ル
ギ
□
と
未

来
を
も
□
と
素
晴
ら
し
い
も
の
に
□
の
お
言
葉
に
力
強
さ
を
感
じ
ま
し
た
□
益
々
の

ご
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
い
ま
す
□
本
日
は
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
□ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

訪
問
者
□
齋
藤
好
広 

今
井
信
行 

(

文
責)

藤
本
勉

13.25t-CO2 

寄贈サービス付私募債 

(右から)福田社長・荒井さん吉田さん 

91.14t-CO2 
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■
世
界
的
な
プ
ラ
ス
チ
□
ク
規
制
の
強
化
■ 

い
ま
□
世
界
中
で
プ
ラ
ス
チ
□
ク
問
題
へ
の
意
識
が

高
ま
り
□
各
国
の
政
府
や
企
業
に
規
制
の
強
化
が
始
ま

□
て
い
ま
す
□
経
産
省
は
□□
資
源
有
効
利
用
促
進

法
□
の
改
正
案
に
□
環
境
配
慮
設
計
認
定
制
度
□
を
新

た
に
定
め
ま
し
た
□
こ
の
制
度
は
□
プ
ラ
ス
チ
□
ク
資

源
循
環
促
進
法
□
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
□
プ
ラ
ス
チ
□
ク
製
品
の
設
計
・
製
造
段
階
に
お
い

て
□
軽
量
化
や
包
装
の
簡
素
化
□
製
品
の
長
寿
命
化
□

分
解
・
分
別
の
容
易
化
□
再
生
プ
ラ
ス
チ
□
ク
や
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
の
利
用
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
□

ま
た
□
国
連
環
境
計
画
政
府
間
交
渉
で
は
□□
プ
ラ
ス

チ
□
ク
環
境
汚
染
防
止
条
約
□
案
が
討
議
さ
れ
て
い
ま

す
□ そ

こ
で
本
稿
で
は
□
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
の
展
望

と
市
場
動
向
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
□ 

 

 

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
産
業
に
は
欠
か
せ
な
い
プ
ラ

ス
チ
□
ク
で
す
が
□
プ
ラ
ス
チ
□
ク
を
取
り
巻
く
問
題

と
し
て
□□
地
球
温
暖
化
□
と
□
プ
ラ
ス
チ
□
ク
ゴ
ミ

問
題
□
の
二
つ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
□ 

日
本
は
プ
ラ
ス
チ
□
ク
ご
み
の
総
排
出
量
は
８
２
２

万
ト
ン
と
世
界
２
位
と
多
く
□
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
い

と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
□
そ
の
多
く
は
焼
却
に
よ
る

□
熱
回
収
□
で
あ
り
□
真
の
意
味
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
は

24
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
数
値
で
す
□
こ
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
□
近
年
関
心
を
集
め
て
い
る
の
が
□
バ
イ

オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
□
で
す
□ 

 ■
二
種
類
の
バ
イ
オ
ス
チ
□
ク
■ 

 

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
は
□
植
物
由
来
の
原
料
で
作

ら
れ
た
□
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
□
と
□
最
終
的

に
土
や
海
中
で
微
生
物
に
よ
□
て
水
と
二
酸
化
炭
素
に

分
解
さ
れ
る
□
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
□
ク
□
の
二
種
類

に
分
か
れ
ま
す
□ 

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
は
□
従
来
の
プ
ラ
ス
チ

□
ク
と
同
様
の
機
能
を
持
ち
な
が
ら
□
環
境
へ
の
負
荷

を
軽
減
し
ま
す
□
石
油
由
来
の
ナ
フ
サ
を
原
料
と
し
て

作
ら
れ
る
プ
ラ
ス
チ
□
ク
に
対
し
□
植
物
な
ど
を
由
来

と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
は
光
合
成
の
働
き

に
よ
□
て
□
燃
焼
時
に
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
ゼ
ロ
カ
ウ

ン
ト(

カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル)
と
さ
れ
ま
す
□
ま

た
□
再
生
が
可
能
な
植
物
由
来
原
料
を
使
う
の
で
□
有

限
資
源
で
あ
る
化
石
資
源
の
消
費
量
削
減
に
も
貢
献
し

ま
す
□ 

一
方
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
□
ク
は
プ
ラ
ス
チ
□
ク
と

し
て
の
使
命
を
終
え
□
最
終
的
に
は
水
と
二
酸
化
炭
素

に
分
解
さ
れ
□

土
に
還
る
こ
と

を
目
的
に
製
造

さ
れ
る
素
材
で

す
□ な

お
□
生
分

解
性
プ
ラ
ス
チ

□
ク
は
プ
ラ
ス

チ
□
ク
ゴ
ミ
の

発
生
を
少
な
く

す
る
と
い
う
こ

と
を
目
的
に
製

造
さ
れ
た
素
材

で
あ
り
□
従
来

の
プ
ラ
ス
チ
□

ク
の
よ
う
な
耐

久
性
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
□ 

現
在
は
農
業

用
な
ど
へ
の
生

分
解
性
プ
ラ
ス

チ
□
ク
の
活
用

が
進
ん
で
い
ま

す
□ 

 

■
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
の
用
途
と
今
後
■ 

 

プ
ラ
ス
チ
□
ク
に
は
□
自
動
車
部
品
□
家
電
製
品
な

ど
の
耐
久
消
費
財
か
ら
レ
ジ
袋
□
日
用
雑
貨
な
ど
幅
広

い
用
途
の
た
め
に
□
汎
用
プ
ラ
ス
チ
□
ク
と
呼
ば
れ
る

プ
ラ
ス
チ
□
ク
と
と
も
に
□
よ
り
高
い
耐
久
性
や
耐
熱

 

□□
□
□
□
□
□
□
□
□
□□
視
□ 

環
境
□
□
□
□
□
新
□
□
選
択
肢 

 
 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
□
協
会 

理
事
長 

●

齊
藤 

好
広 

会員 

投稿 
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性
な
ど
を
満
た
す
プ
ラ
ス
チ
□
ク
が
あ
り
ま
す
が
□
今

で
は
そ
の
多
く
を
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
に
変
え

て
い
く
こ
と
が
進
ん
で
い
ま
す
□ 

例
え
ば
□
自
動
車
の
シ
□
ト
ク
□
シ
□
ン
や
断
熱
材

と
し
て
使
わ
れ
る
ウ
レ
タ
ン
な
ど
幅
広
い
用
途
で
バ
イ

オ
マ
ス
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
□ 

今
後
□
輸
出
比
率
の
高
い
工
業
材
料
分
野
で
□
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
□
ク
は
浸
透
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
□ 

 ■
Ｃ
Ｂ
Ａ
Ｍ
□
欧
州
炭
素
国
境
調
整
措
置
□
■ 

欧
州
連
合
□
Ｅ
Ｕ
□
は
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
の

カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル

を
実
現
す
る
た
め
□
Ｅ
Ｕ

よ
り
規
制
の
緩
い
国
や
地

域
に
炭
素
税
を
課
す
方
針

で
合
意
し
た
こ
と
が
大
き

く
報
じ
ら
れ
ま
し
た
□
Ⅽ

Ｂ
Ａ
Ｍ
で
は
□
現
在
六
種

類
の
対
象
製
品
の
最
終
製

造
段
階
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量

だ
け
で
な
く
□
製
品
の
生

産
に
必
要
な
バ
リ
□
□
チ

□
□
ン
上
流
の
中
間
材
の

製
造
プ
ロ
セ
ス
も
排
出
量

算
定
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
□
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
全
体
の
排
出
量
の
算
定

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
□ 

こ
れ
か
ら
は
□
Ｇ
Ｈ
Ｇ
排
出
量
が
多
い
プ
ラ
ス
チ
□

ク
を
大
量
に
使
用
す
る
製
造
業
に
対
し
て
も
□
再
生
材

の
使
用
目
標
設
定
や
報
告
を
義
務
と
す
る
方
針
を
打
ち

出
し
て
お
り
□
国
際
的
な
動
き
に
対
応
し
て
い
く
必
要

が
で
て
き
ま
す
□ 

 

国
内
外
の
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
市
場
に
関
す
る
調

査
で
□
国
内
に
お
け
る
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
□
ク
販
売
量

は
□
２
０
２
１
年
の
４
万
２
０
０
０
ト
ン
か
ら
□
２
０

３
０
年
に
は
８
万
１
０
１
５
ト
ン
に
伸
び
る
と 

予
測

さ
れ
て
い
ま
す
□ 

 

■
板
挟
み
の
日
本
企
業
■ 

 

こ
こ
に
来
て
□
ト
ラ
ン
プ
関
税
で
国
際
貿
易
は
混
乱

し
□
先
行
き
の
不
透
明
感
が
増
し
て
い
ま
す
□ 

こ
れ
ま
で
気
候
変
動
の
分
野
で
は
□
欧
州
連
合
□
Ｅ

Ｕ
□
に
よ
る
□
炭
素
国
境
調
整
措
置
□
Ⅽ
Ｂ
Ａ
Ｍ
で
□

が
関
心
を
集
め
て
き
ま
し
た
が
□
ト
ラ
ン
プ
関
税
を
目

の
当
た
り
に
し
た
今
□
Ⅽ
Ｂ
Ａ
Ｍ
で
の
脅
威
は
す
□
か

り
か
す
ん
で
し
ま
□
た
感
が
あ
り
ま
す
□
Ⅽ
Ｂ
Ａ
Ｍ
で

は
移
行
期
間
が
２
０
２
５
年
末
で
終
了
し
□
26
年
分
か

ら
課
金
が
始
ま
る
と
し
て
い
ま
す
が
□
２
年
延
期
の
提

案
と
ル
□
ル
化
は
混
沌
と
し
て
い
ま
す
□
ま
た
□
ポ
リ

マ
□
□
プ
ラ
ス
チ
□
ク
な
ど
□
製
品
は
□
米
国
か
ら
Ｅ

Ｕ
へ
の
輸
出
が
大
き
く
□
Ⅽ
Ｂ
Ａ
Ｍ
で
の
対
象
と
な
る

と
米
国
が
強
く
反
発
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
□ 

 ■
復
元
・
回
復
す
る
責
任
□
Ｃ
Ｅ
□
■ 

再
生
可
能
資
源
を
利
用

し
た
り
□
廃
棄
物
を
減

ら
す
よ
う
な
商
品
を
開

発
・
選
択
し
た
り
と
い

□
た
サ
□
キ
□
ラ
□
エ

コ
ノ
ミ
□
□
Ｃ
Ｅ
□
型

の
取
り
組
み
に
よ
□

て
□
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□

ト
ラ
ル
も
前
進
す
る
側

面
が
生
ま
れ
ま
す
□
言

葉
の
定
義
は
違
う
も
の

の
□□
経
済
□
と
□
環

境
・
社
会
□
と
の
ト
レ

□
ド
オ
ン
の
実
現
を
目

指
す
方
向
性
は
同
じ
で

あ
り
□
そ
れ
ぞ
れ
が
互

い
に
密
接
に
関
わ
り
合

□
て
い
ま
す
□ 

 

 
 

 
 

 
 

出所：矢野経済研究所 2025 年 5 月 29 日 
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栃
木
市
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
推
進
□
係
□
□ 

栃
木
県
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
□
協
会 

会
員 

●

藤
本
勉 

図 1 栃木市環境基本計画 

    

■
□
□
□
□ 

 

社
会
人
と
し
て
就
職
し
□
赴
任
し
た
の
が
栃
木
市
に
な
り
ま
す
□
も
う
□
55
年
に
な
り

ま
し
た
□
そ
の
栃
木
市
も
□
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
推
進
に
む
け
て
始
動
し
て
い
ま
す
□

私
は
□
環
境
面
で
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
□
市
の
環
境
審
議
会
委
員
に
応
募
し
□
ま

た
□
脱
炭
素
促
進
プ
ラ
□
ト
フ
□
□
ム
に
参
加
し
□
運
営
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
□ 

 

本
稿
で
は
□
栃
木
市
の
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
推
進
の
状
況
を
ご
紹
介
す
る
と
と
も

に
□
環
境
審
議
会
委
員
□
脱
炭
素
促
進
プ
ラ
□
ト
フ
□
□
ム
運
営
委
員
と
し
て
□
栃
木
市
の

カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
推
進
に
係
□
た
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
□ 

 

■
環
境
審
議
会
委
員 

 

令
和
４
年
の
広
報
に
栃
木
市
環
境
審
議
会
委
員
の
募
集
の
記
事
が
載
り
ま
し
た
□
環
境

□
特
に
省
エ
ネ
視
点
で
□
面
で
□
何
か
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
思
□
て
い
ま
し
た
の
で
□
応

募
し
ま
し
た
□
二
名
の
公
募
委
員
の
一
人
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
□
学
識
経
験
者
□
関
係

機
関
代
表
な
ど
□
１
５
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
□
委
員
と
し
て
の
仕
事
は
□
年
２
□
３
回

程
度
の
委
員
会
に
出
席
し
て
□
担
当
課
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
に
つ
い
て
審
議
す
る
も
の
で

す
□
こ
れ
ま
で
□
栃
木
市
環
境
基
本
計
画
や
□
栃
木
市
環
境
基
本
計
画
年
次
報
告
の
審
議
に

参
加
し
ま
し
た
□
私
は
そ
の
中
で
も
□
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
□
意
見
を
述

べ
て
き
ま
し
た
□ 

 
 

 

               

令
和
７
年
１
月
の
審
議
会
で
は
□□
と
ち
ぎ
ゼ
ロ
カ
□
ボ
ン
シ
テ
□
実
現
に
向
け
た
ロ
□
ド

マ
□
プ
□
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
□
待
ち
に
待
□
た
ロ
□
ド
マ
□
プ
で
し
た
の
で
□
熱
い

思
い
で
審
議
に
参
加
し
ま
し
た
□ 

■
栃
木
市
□
□
□
□
□
□
□
□
□
宣
言 

 

令
和
５
年
２
月
１
１
日
□
他
の
市
町
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
□
大
川
市
長
が
□
２
０
５
０
年

ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
□
ゼ
ロ
カ
□
ボ
ン
シ
テ
□
□
に
取
り
組
む
こ

と
を
宣
言
し
ま
し
た
□ 

■
連
携
協
定 

 

栃
木
市
は
□
表
１
の
企
業
と
□
ゼ
ロ
カ
□
ボ
ン
シ
テ
□
実
現
に
向
け
た
連
携
協
定
を
結

び
□
鋭
意
推
進
し
て
い
ま
す
□
推
進
の
状
況
□
成
果
に
つ
い
て
は
□H

P

等
で
は
□
ま
だ
見

え
て
い
ま
せ
ん
が
□
近
く
□
そ
の
活
動
成
果
が
公
開
さ
れ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
ま
す
□ 

 

会員 

投稿 
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■
栃
木
市
脱
炭
素
促
進
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

令
和
５
年
１
２
月
２
０
日
に
□
栃
木
市
脱
炭
素
促
進
プ
ラ
□
ト
フ
□
□
ム
が
立
ち
上
が

り
□
設
立
総
会
を
し
ま
し
た
□
栃
木
県
気
候
変
動
対
策
課
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
□
栃
木
県

の
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
実
現
に
む
け
た
取
組
を
お
聞
き
し
ま
し
た
□
ス
タ
□
ト
時
は
□

会
員
数
４
０
社
□
者
□
で
し
た
が
□
令
和
７
年
７
月
現
在
で

は
□
６
３
社
□
者
□
に
な
□
て
い
ま
す
□
私
は
□
そ
の
中
で
□

運
営
委
員
に
委
嘱
さ
れ
□
プ
ラ
□
ト
フ
□
□
ム
の
運
営
に
つ
い

て
□
担
当
課
や
委
員
の
方
々
と
の
話
し
合
い
に
参
加
し
て
い
ま

す
□□
ロ
□
ド
マ
□
プ
□
に
つ
い
て
も
□
運
営
委
員
会
で
も
討

議
し
ま
し
た
□ 

 

活
動
の
一
貫
と
し
て
□
令
和
６
年
７
月
３
日
に
□
会
員
向
け

脱
炭
素
講
演
会
で
□
省
エ
ネ
診
断
と
省
エ
ネ
事
例
に
つ
い
て
□

講
演
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
□ 

  

■
栃
木
市
□
□
□
□
□
□
□
□
□
実
現
□
向
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

令
和
７
年
２
月
７
日
に
□
担
当
課
の
ご
努
力
も
あ
□
て
□
栃
木
県
の
ロ
□
ド
マ
□
プ
を
参

照
し
な
が
ら
も
□
ア
ン
ケ
□
ト
結
果
を
載
せ
る
な
ど
□
栃
木
市
と
し
て
の
工
夫
を
し
な
が
ら

制
定
さ
れ
ま
し
た
□
力
作
で
あ
□
た
と
思
い
ま
す
□
今
後
は
□
市
民
□
事
業
者
へ
の
周
知
□

啓
蒙
を
図
り
な
が
ら
□
ゼ
ロ
カ
□
ボ
ン
へ
向
け
た
ア
ク
シ
□
ン
が
必
要
に
な
□
て
き
ま
す
□

少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
□
活
動
に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
思
□
て
い
ま
す
□ 

  

■
補
助
金 

令
和
７
年
度
で
は
□
住
宅
へ
の
定
置
型
蓄
電
池
□
電
気
自
動
車
充
給
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
金
と
□
事
業
者
向
け
に
□
国
の
省
エ
ネ
診
断
を
受
診
し
た
費
用
に
対
し
て
□
最
大
２
万

５
千
円
の
補
助
が
で
き
る
制
度
を
用
意
し
て
い
ま
す
□
省
エ
ネ
診
断
は
□
事
業
者
の
カ
□
ボ

ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
推
進
の
ス
タ
□
ト
点
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
□
専
門
家
の
助
言
を
う
け
て
□

省
エ
ネ
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
こ
と
は
□
大
変
有
効
で
す
□
多
く
の
事
業
者
が
□
こ
の
補

助
金
を
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
□
て
い
ま
す
□ 

 

連携協定先 締結年月 
東京電力パワーグリッド株式会社 令和 5 年 7 月 
栃木ガス株式会社及び東京ガス株式会社 令和 5 年 7 月 
ケーブルテレビ株式会社及びホームタウンエナジー株式

会社 
令和 6 年 4 月 

パナソニック株式会社エレクトリックワークス社 令和 6 年 10 月 

図 2 ゼロカーボンシティ宣言 図 3 連携協定 

表 1 連携協定 

図４ 脱炭素講演会 
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■
終
わ
□
□ 

 

栃
木
市
の
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
行
政
を
近
く
で
み
て
い
ま
す
と
□
正
直
□
ス
ピ
□
ド

感
が
な
い
こ
と
を
感
じ
ま
す
□
し
か
し
□
担
当
者
は
皆
さ
ん
□
一
生
懸
命
□
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
ま
す
□
地
球
温
暖
化
対
策
の
た
め
□
カ
□
ボ
ン
ニ
□
□
ト
ラ
ル
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
大
き
な
課
題
で
す
□ 

 

私
は
□
栃
木
市
の
一
市
民
と
し
て
□
ま
た
□
市
在
住
の
数
少
な
い
省
エ
ネ
の
専
門
家
と
し

て
□
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
□
て
い
ま
す
□ 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□
出
典
□
栃
木
市
ホ
□
ム
ペ
□
ジ
よ
り

区分 対象 補助金 
住宅用 定置型蓄電池 対象費用の 10%(上限 5 万円) 

電気自動車充給電システム 一律 4 万円 
事業者 国の省エネ診断 最大 25,000 円 

図 5 栃木市ゼロカーボンシティ実現に向けたロードマップ 

表 2 令和 7 年度補助金 

図 6 事業者向け省エネ診断補助金 
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省エネ活動の成果（効果）を見る時に、「総エネルギー消費が減った」からと言って成果が出ているとは限らないし、

喜んでもいられない。たとえば、売り上げが半分になり、電力消費も40％減った場合、これは省エネ効果ではなく、業績

不振であり、しかも省エネ度としても悪化しているわけである。 

企業が省エネを進めるうえで重要なのは、正しい指標でみていくことであり、その指標が「エネルギー原単位」である。 

2018 年に関東経済産業局から「エネルギー原単位のあり方」についての講演を依頼され、下記のように、＜どんな業界

が、どんな指標で管理していて、その長所と欠点は何か＞を整理してプレゼンしたら好評だったのでここでもう一度紹介

したい。ただし、省エネ法では、エネルギー原単位の決め方について「エネルギー消費量（使用量）と密接な関係をもつ

項目を決め、その項目の単位当りのエネルギー消費量を原単位とする」とあり、企業が自分で決めればいいものである。

下記は自分なりに多くの業界や企業の情報を集めて整理したものであり、これが全て正しい、というわけではないが、参

考になると思う。 

 

＜１＞“製品 １ケ当り” （ｋL/ケ）---（例： 歯車 １ケ当たり  ） 

        ◆使用業界 ：  製造業（決まった製品のみ） 

        ●（長所）  ： 一番精度が良い（＝エネルギー消費量と密接な関係をもつ項目） 

        ×（欠点） ： 同じ仕様の一つの製品しか作らないケースは少ない 

              （同じ製品でも、大型、小型ではエネルギー消費は異なるので係数などで修正） 

＜２＞“売上高当り” （ｋL/円） 

        ◆使用業界 ： 製造業 、複数の業界が混在した一つの事業所 

        ●（長所）：企業決算などの公表値を使える（＝検証されている値） 

        ×（欠点）：・販売価格に影響される（単価を10％下げると、原単位は10％上昇（＝悪化）） 

             ・内製化・外製化すると、最終売上げは同じだが、エネルギー消費が増減し、 

                     結果として、原単位が変動 

                  （内製化して効率を上げたのに、原単位で悪くなる）ことが表現される。 

＜３＞“内製金額当り” （ｋL/円） ←事業活動に直結した生産額のみ（＝購入品分金額など除く） 

        ◆使用業界 ： 製造業などの一部 

        ●（長所）：精度が高い（＝エネルギー消費量（使用量）と密接な関係をもつ項目といえる）          

        ×（欠点）：・金額の第三者検証が難しい（＝原価のようなものである） 

             ・内部の金額なので、公表したくない（使いたくない） 

＜４＞“延べ床面積当り” （ｋL/㎡） 

        ◆使用業界 ：  学校・宿泊業・一般ビル・事務所・スーパー・デパート・研究所他 

        ●（長所） ：  簡単に把握できる 

        ×（欠点） ： ・集約化（効率アップ）に相反する 

                （＝効率を上げるために面積を小さくまとめると、原単位が悪くなる） 

＜５＞“従業員１人当り” （ｋL/人） 

        ◆使用業界 ： 事務所・研究所 など 

        ●（長所） ： 簡単に把握できる 

        ×（欠点） ： 効率を上げるために自動化などして少人化すると、原単位が悪くなる 

＜６＞“重量当り”（ｋL/トン） ---製品重量（ｔ）当り、 素材１ｔ当り 

        ◆使用業界 ：  鉄鋼業・セメント業・鉱業・砕石業・農業・林業・漁業・食料品製造業 

                    水道業・ガス業 

        ●（長所） ：   精度が高い（＝エネルギー消費量と密接な関係をもつ項目といえる）  

        ×（欠点） ：  多種の製品が混じると精度が悪くなる 

＜７＞“（輸送距離×輸送重量）当り” （ｋL/km･ｋｇ） 

        ◆使用業界 ：  輸送業 

        ●（長所）  ： 精度が高い（＝エネルギー消費量と密接な関係をもつ項目といえる） 

                   （重い物と軽い物、単価の高い物と安い物） 

省エネ推進のための適切な指標とは？ 

               （技術・ＭＧ部門）副理事長 野沢 定雄 

トピッ   

クス 
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啓 
蒙活動にも 
 
 

 

 
 
 
 
 

この度は、とちの環県民会議表彰をいただき、誠にありがとうございます。 
私は、40 年ほど前に栃本県に転居し、20 年ほど専業主婦をしていましたが、加入した消費者団

体を通じて環境問題、とくに水・ごみ・大気汚染などについて学び、地域で様々な活動をしてき

ました。その後、総合学習で環境を取り上げる学校が多くなったため、小学校への出前講座を始

めました。 
水・ごみ・温暖化などについて出前講座を続け、そこで知り合った先生から個別に依頼を受け

ることもありました。こうして地道に啓発活動を続ける中、2004 年度に環境カウセラー(環境省

認定資格・市民部門)の資格を取ることができました。 
 現在は栃本県環境カウンセラー協会の一員として「たんぼまわりの生き物調査」に参加した

り、企業の「生物多様性保全の取り組み」に関わったりしています。田んぼまわりの生き物調査

では、多くの子どもたちに生物について話をし、生物多様性や様々を地球環境問題について話を

しています。 
そのほか、栃本県地球温暖化防止活動推進員(初年度から登録)として、主に小学校への出前講

座、イベントヘの協力などなどの活動を続けています。近年は、看護専門学校で環境論の授業

や、シルバー大学でエコライフ講座も実施していますが、なるべくわかりやすく、できるだけ生

活|こ密着した内容にしようと心がけています。 
私は、啓発がとても重要と思っており、これまでずっと啓発活動を続けてきましたが、これか

らも体力・知力の続く限りずっと続けていきたいと思っています。 

第 19 回とちの環県民会議《個人表彰》を受賞しました 

                        理事 伊藤延子 

会員の活動

紹介 
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紹介する本は、税所康正著「セミハンドブック」文一総合出版です。新書版で、写真を中心にした

136 ページの図鑑である。6 年前に初版を出版し、今回は増補改訂版とのことです。 
セミは、カメムシ目（半翅目）に属する昆虫で、カメムシ、アメンボウ、タガメ、ヨコバイ、ツノ

ゼミ、ウンカ、アブラムシ、カイガラムシなどが含まれるという。セミの出現は夏がピークですが、4
月にはハルゼミが鳴き始め、９月末になって出現する種類もいるようです。日本国内には 36 種 1 亜種

のセミがいます。アメリカには 170 種以上いて、ヨーロッパは少なくイギリスは 1 種のみという。ギ

リシアからイタリア、南フランスを経た地中海沿岸は何種類かのセミがいるという。またアジアはセ

ミの宝庫で多くのセミの種類がいると記載されています。更にセミの抜け殻についても詳しい解説が

記載されている。 
私は三重県伊賀市の出身で、子供の頃はニイニイゼミ、アブラゼミが多くいて、お盆の頃にツクツ

クホウシが鳴きだしてセミの季節が終わるという感じでした。ピークは学校の夏休みと重なり、昆虫

採集は夏休みの宿題の定番でした。またアブラゼミでは、幼虫からセミになるのを観察した。夕方容

器に水を入れて木の下に探しに行くと小さな穴があり、それを見付けて上から水を灌ぐと幼虫が這い

出して来る。それを捕まえて夜カーテンに留まらせて脱皮を観察したものである。ヒグラシは街中で

はほとんど見かけないが、山で捕ったことはある。夏の夕暮れカナカナカナと鳴いていかにも涼しい

という感じである。クマゼミは高い木で、シャンシャンシャンと鳴き声が聞こえるが、子供の私には

捕獲が難しく、クマゼミを捕獲するのが夢であった。私が初めてクマゼミを捕獲したのは 2017 年 7
月（72 歳）である。しかし近年大阪にいる子供のところに行くと、クマゼミが沢山いて、素手でも捕

れる。 
栃木県ではクマゼミはほとんど見かけないが、ミンミンゼミはよく見る。クマゼミとミンミンゼミ

は翅も透き通っていて、大きさが非常によく似ている。栃木市の運動公園の駐車場近くはミンミンゼ

ミの捕獲の最適な場所で、私は毎年ミンミンゼミの捕獲に行くのを楽しみにしている。桜の木に留ま

ったミンミンゼミは保護色でなかなか見つけにくいが、何とか見つけることが出来る。長年のセミ捕

り「感」のようなものだと思う。私が今まで捕獲したことがあるセミは、ニイニイゼミ、アブラゼ

ミ、ツクツクホウシ、ヒグラシ、クマゼミ、ミンミンゼミの６種類です。そしてアブラゼミが圧倒的

に多い。 
このセミハンドブックを見ながら、子供の頃にセミを捕り、観察したことを思い出し、この文を記

載しました。本の紹介というより私の思い出となってしまいました。 
 

会員から書籍の紹介 
理事 安場 博  

 

左から、 

ミンミンゼミ、アブラゼミ、クマゼミ 桜の木に留まったミンミンゼミ 

宇都宮市の図書館で 
借りることが出来る 



 

13 
 



 

14 
 

  

 

 

 

 

 

 

開催日時 令和７年７月 5日（土）13：30～15：30 

  主 催： 壬生町セミナースタッフ「みち」 

  場 所： 壬生町生涯学習館 

  テーマ： 「家庭で行う節電実践例」  

参加者： 25名 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙の写真（湯ノ湖（奥日光）） 

栃木県日光市の奥日光に位置する湯ノ湖は、標高1,478 メートルの高地に広がる静かな堰止湖です。三岳火山の噴火によって

湯川がせき止められ、約1万年前に誕生したとされるこの湖は、周囲約2.8km、面積約0.32km²とコンパクトながら、豊かな自然

と温泉文化が融合した魅力的なスポットです。湖畔には原生林が広がり、四季折々の風景が訪れる人々を魅了します。春には新

緑、夏は涼風、秋には鮮やかな紅葉、冬には雪景色と、年間を通じて異なる表情を見せてくれます。湖の北岸には「日光湯元温

泉」があり、白濁した硫黄泉が湧き出る名湯として知られています。湖の水は「湯滝」から流れ出し、戦場ヶ原、竜頭の滝、中

禅寺湖へと続く美しい水系の一部を形成しています。湯ノ湖周辺には遊歩道が整備されており、約1時間で湖を一周できるハイ

キングコースは、初心者にも人気です。湖畔には野鳥や高山植物が生息し、自然観察にも最適な環境が整っています。 

 

  

編集・発行 ＮＰＯ法人 栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ） 
ＵＲＬ：http://tecahp0419.bizmw.com 

連絡先 〒320-0051 宇都宮市上戸祭町691-4 

TEL：080-6543-8823  Ｅ-mail：yr3110.kamito@gmail.com 
TECA 

壬生町で市民向け「節電セミナー」 開催 

               （技術・ＭＧ部門）副理事長 野沢 定雄 

事業 

報告 



 

 
 

環境に関するご相談はＮＰＯ法人栃木県環境カウンセラー協会へ
専門家が支援します。下記までお気軽にお問い合わせください。

エコアクション 2 1取組み指導・ 支援・ 普及活動

環境マネジメントシステム(ISO14001等)の普及・支援・監査活動

各種の環境保全技術の指導・支援並びに企画・情報発信

地球温暖化防止・省エネルギー対策等

環境経営に関する企業や個人への助言・指導活動

ＳＤＧｓ普及活動

とちぎ環境産業振興協議会活動

審査員の力量向上策の企画運営

環境関係の他団体との交流推進活動

環境政策の検討・提言

行政等を含む他団体主催の各種イベントへの出展

環境ｶｳﾝｾﾗｰ全国連合会主管事業との協同事業

企業の生物多様性への取組に対するアドバイス及び支援活動

自然環境学習の支援に関する企画、指導活動

自然環境保全活動への参加

自然環境保全活動の企画、指導

指導者のスキルアップ研修の実施

電話・メールなど、お気軽にお問い合わせください。

ＮＰＯ法人栃木県環境カウンセラー協会（ＴＥＣＡ）
ＵＲＬ：http://tecahp0419.bizmw.com

連絡先 〒320-0051 宇都宮市上戸祭町691-4
TEL：080-6543-8823 Ｅ-mail：yr3110.kamito@gmail.com

脱炭素への支援活動

中小企業の脱炭素活動支援

SBT 認証取得のためのCO2 削減活動支援

家庭の節電セミナー（講師派遣）

 


